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少子高齢化，人口減少，貧困，格差社会，気候変動などの社会問題
は知っているが，今のままでよいと思ってしまう。
＊変化を好まない保守的な傾向と，たとえ一部の人に不利益があろうとも，現状を

正当化したくなる傾向。

現状維持バイアス
システム正当化

正常性バイアス
さまざまな危機が予想されてはいるが，何となく大丈夫だろうと
楽観視してしまう。
＊非常事態への対応を避けたがる傾向。

確証バイアス
自分の信念と一致したり，信念を裏付けたりする情報ばかりを探し，
集めしまう。
＊認知能力が優れている人ほど，情報を合理化して都合の良いように解釈する能

力も高くなり，人によっては自分の意見に合わせて巧みにデータを歪めてしまう。

内集団バイアス
ステレオタイプ化

参考：『みんな政治でバカになる』綿野恵太著，晶文社，2021年

認知バイアスへの対処＝主権者としての資質・能力の育成に欠かせない視点
→金融・金銭教育，投資教育，アントレプレナーシップ教育にも役立つ視点

自らが所属しない集団よりも，自らが所属する集団に無意識的な
選好を持ってしまう。また，自らが所属しない集団の人々を過度に
一般化し，事実とは異なるステレオタイプに当てはめてしまう。



経済産業省「未来人材ビジョン」（令和４年５月）に示された2050年に求められる能力

→戦時や変革期には常に求められる能力と言える。



カネヴィン（クネビン）フレークワークをもとに関谷作成。Cynefin はウェールズ語で「生息地」という意味。
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●古代→中世

○国家の「米貸し」（「出挙」）から寺院（僧侶）の「銭貸し」へ

〇「皇朝十二銭」から中国の銅銭へ         ○徳政令

●近世

○楽市楽座    〇関ヶ原の戦いの決算書    ○江戸幕府の貨幣改鋳

○参勤交代制度の経済効果        ○江戸と大坂の両替商の役割

●近代

○士族のリストラ     〇地租改正 

○軍事費の推移・日露戦争時の外債

○第一次世界大戦時の好景気と物価高，「成金」

●現代 〇高度経済成長と「所得倍増」   ○プラザ合意 「円高」

歴史学習で扱われる「金銭」問題の例→扱うことで明らかになることは？

歴史における経済面の変化は，政権による政策決定と密接に結びついている
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